
科⽬ナンバー  SSCS4607 

科⽬名  卒業論⽂  

担当教員  松尾 絵梨⼦  

対象学年  4年  開講学期  通年  

曜⽇・時限  ⽔５  

講義室  1007  単位区分  選必  

授業形態  演習  単位数  8 

科⽬⼤分類 専⾨  

科⽬中分類 専⾨統合    

科⽬⼩分類 専⾨統合・演習  

科⽬の位置付け（開発能⼒）

■ＤＰコード-学修のゴールを⽰すディプロマポリシーとの関連
 ＤＰ３-Ｇ  〔状況把握⼒・判断⼒〕⾃らの置かれた状況、及び⾃⼰が帰属する集団の内外の状況を的確に把握し、適切に対応す
ることができる。
 ＤＰ３-Ｈ 〔論理的思考⼒・批判的思考⼒〕理路整然とした思考を備えつつ、偏りを排除するための内省をもって、問題・課題
を合理的に解決することができる。
 ＤＰ４-Ｆ  〔探究⼒・課題解決⼒〕問を設定し⼜は論点を特定し、それに対する答・結論・判断を合理的に導くために、論拠の
収集と分析を体系的に⾏うとともに、オープンエンドな問題・課題に答えるための⽅略をデザインし、検証し実⾏することがで
きる。
 ＤＰ４-Ｉ  〔理解⼒・分析⼒〕⽂章表現、数値データを適切に扱いつつ、情報の収集と取捨選択、分析と加⼯を有効かつ円滑に
⾏い、課題の解決につなげることができる。
 ＤＰ５-Ｊ  〔創造的挑戦⼒・達成⼒〕コンピテンスの開発を⽣涯にわたり継続して⾏うことを、⾃らの思考及び⾏動のパターン
とするとともに、既存のアイデアを⾰新的かつ創造的に統合し、リスクをとりながら、結果に結び付けることができる。
■ＣＲコード-学修を通じて開発するマインドセット・ナレッジ・スキルを⽰すコモンルーブリック（ＣＲ）との関連
 Ｆ１  探求と論拠（２０％）
 Ｇ１  状況把握（１５％）
 Ｈ１  論理的思考（３０％）
 Ｉ２  量的分析（１５％）
 Ｉ３  情報分析（１５％）
 Ｊ２  創造的思考（５％）  

教員の実務経験  

成績ターゲット区分 ■成績ターゲット  能⼒開発⽬標ステージとの対応
  ３  発展期  〜  ４  定着期    

科⽬概要・キーワード

  本学科での４年間に渡る経験を基に、各学⽣の興味関⼼の⾼い体育スポーツに関する幅広い学問領域を踏まえながら卒業論⽂
としてまとめることを⽬的とします。⽂献や資料を正確に調べ、指導教員や受講⽣と討論を重ねながら、学⽣⾃⾝の課題を深化
させていきます。そして卒業論⽂提出までに定期的な報告会を設定し、１年を通して卒業論⽂をまとめていきます。授業形態は
演習形式により⾏います。なお、授業を補完・代替するためオンライン授業（ライブ配信型）を取り⼊れます。
■キーワード︓  ⽂献精査、研究、反省的実践  

授業の趣旨

■副題
  スポーツ科学に関する４年間の研究成果
■授業の⽬的
  ４年間で学習した内容を基に⾃⾝で研究課題を設定しこれまでの講義・演習で学んだ研究⽅法を⽤いて計画の⽴案から実践ま
で⾏い、研究結果に関する他者との議論内容を踏まえ、論⽂としてまとめることができることを⽬的とします。
■授業のポイント
  ゼミナールⅠ・Ⅱで学習した研究⽅法を⽤いて、運動⽣理・⽣化学における⾃⾝の研究課題について調査、実験、測定、デー
タ分析を⾏い、その成果を論⽂としてまとめます。  

総合到達⽬標

■スポーツ科学分野における諸問題を把握し、その問題に対する論理的思考⼒と課題解決⼒を修得するために、運動⽣理・⽣化
学における研究課題を分析し社会的な意義について理解する。また、スポーツ科学分野の新たな可能性を創造する能⼒を養うた
めに、論⽂作成を通して研究結果を考察し、結果の解釈について深く考える態度を⾝につける。
・⾃⾝およびグループの研究計画と関連づけながら⽂献を収集し、研究結果を予測することができる。（1〜6回⽬、17回⽬）
・研究課題に応じた研究⼿法を選択し、研究計画に沿って実施することができる。（7〜9回⽬、18〜21回⽬）
・調査や実験から得られた結果を分析、考察し、発表準備および論⽂作成をすることができる。（10〜12回⽬、22〜28回⽬）
・発表や他者との討議を通して、研究のまとめ⽅を検討することができる。（12〜15回⽬）
・他者との議論を積極的に⾏い、⾃⾝またはグループの研究内容を吟味し、発表内容に反映することができる。（27〜28回⽬）
・これまで取り組んだ研究の発表を通して、他者との議論に積極的に参加することができる。（29回⽬）
・研究から得られた知⾒を振り返り、⾃⾝やグループの研究課題の社会的意義について評価することができる。（30回⽬）  

成績評価⽅法 ■ポートフォリオ（１０％）︓適⽤ルーブリック  Ｆ１・Ｇ１・Ｈ１・Ｊ２
（評価の観点）研究遂⾏時の記録ノートや資料への記載内容、収集した⽂献の状況について評価します。
（フィードバックの⽅法）授業内で確認し、研究に必要な事項が記載されていない場合にはその都度指導します。
■定例プレゼンテーション（１０％）︓適⽤ルーブリック  Ｆ１・Ｈ１・Ｉ２・Ｉ３・Ｊ２
（評価の観点）研究の進捗状況について定期的な発表を⾏い、その内容について評価を⾏います。

タイトル「2021年度スポーツ科学部(公開⽤_コロナ対策版)」、フォルダ「スポーツ科学部」
シラバスの詳細は以下となります。



（フィードバックの⽅法）各発表後に講評を⾏います。
■卒業論⽂（８０％）︓適⽤ルーブリック  Ｆ１・Ｈ１・Ｉ２・Ｉ３・Ｊ２
（評価の観点）作成した卒業論⽂の内容について評価を⾏います。
（フィードバックの⽅法）卒業論⽂提出後に、⾯談を⾏います。  

履修条件 ゼミナールⅠ（SSCS4605）およびゼミナールⅡ（SSCS4606）を履修していること。  

履修上の注意点 卒業論⽂の執筆に際しては、計画的且つ⾃主的に進めるようにして下さい。  

授業内容 回 内容 回 内容

1

①授業テーマ ガイダンス
②授業概要 卒業論⽂の進め⽅や評価について説明を⾏
い、論⽂作成を進めていくための過程やその⽅法につい
て理解し、卒業論⽂作成を通して何を学ぶかについて把
握する（Ｇ１）。
③予習 ゼミナールでまとめた内容を再度確認する。シ
ラバスを読み、授業の流れについて確認しておく（300
分）。
④復習 ガイダンスによって説明された内容について再
度シラバスを確認し、⾃⾝で取り組む内容とスケジュー
ルについて確認しておく（300分）。 

16

①授業テーマ 卒業論⽂完成にむけて
②授業概要 前期授業内容および中間発表会を振り返
り、⾃⾝で論⽂をまとめていく過程を整理する（Ｆ１,
Ｇ１）。
③予習 前期授業内容および中間発表を振り返り、まと
めていくのに必要な課題を整理しておく（300分）。
④復習 論⽂提出までの過程を今⼀度確認し、次週以降
の活動が円滑に進むよう内容を整理する（300分）。

2

①授業テーマ 研究課題の検討
②授業概要 ⾃⾝の研究課題について運動⽣理学の⼿法
に基づき検討する（Ｆ１）。
③予習 ゼミナールⅠ・Ⅱ学んだ⼿法を再度確認してお
く（300分）。
④復習 検討した研究課題について、⾃⾝で確認してお
く（300分）。 

17

①授業テーマ 研究遂⾏時の問題点の列挙およびその改
善策の検討
②授業概要 前期に実施した予備実験や予備調査から判
明した研究遂⾏時の問題点を挙げ、その改善策を検討す
る（Ｆ１,Ｉ３）。
③予習 予備実験や予備調査実施時の問題点を挙げ、ノ
ート等にまとめておく（300分）。
④復習 予備実験や予備調査実施時の問題点とその改善
策を整理しておく（300分）。

3

①授業テーマ 研究課題に関する⽂献検索①
②授業概要 ⾃⾝の研究課題に関する先⾏研究について
⽂献検索し、課題を決定する（Ｆ１,Ｉ３）。
③予習 ゼミナールⅠ・Ⅱで学んだ先⾏研究における⽂
献検索の⽅法について調べておく（300分）。
④復習 決定した研究課題に関する先⾏研究を整理し、
さらに⽂献を収集しておく（300分）。

18

①授業テーマ 本実験および本調査の準備
②授業概要 本実験や本調査に必要な機器や物品等を確
認し、準備する（Ｇ１,Ｉ３）。
③予習 予備実験や予備調査の問題点と改善策を再度確
認し、本実験や本調査に必要な物をまとめておく（300
分）。
④復習 本実験や本調査に必要な準備物について再度検
討しておく（300分）。

4

①授業テーマ 研究課題に関する⽂献検索②
②授業概要 ⾃⾝の研究課題に関する先⾏研究について
⽂献検索し、課題を決定する（Ｆ１,Ｉ３）。
③予習 ゼミナールⅠ・Ⅱで学んだ先⾏研究における⽂
献検索の⽅法について調べておく（300分）。
④復習 決定した研究課題に関する先⾏研究を整理し、
さらに⽂献を収集しておく（300分）。

19

①授業テーマ 本実験および本調査の遂⾏①
②授業概要 本実験および本調査を実施する（Ｆ１,Ｇ
１）。
③予習 本実験や本調査に必要な物品を確認し、準備し
ておく（300分）。
④復習 本実験や本調査から得られたデータをデータシ
ート等に⼊⼒しておく（300分）。

5

①授業テーマ 研究⽅法の⽴案①
②授業概要 ⾃⾝の研究課題に関する複数の先⾏研究を
⽤いて、実験や調査の⽅法を⽴案する（Ｆ１）。
③予習 検索した複数の⽂献を熟読し、研究⽅法につい
て考察しておく（300分）。
④復習 ⽴案した研究の⽅法について、再度確認してお
く（300分）。

20

①授業テーマ 本実験および本調査の遂⾏②
②授業概要 本実験および本調査を実施する（Ｆ１,Ｇ
１）。
③予習 本実験や本調査に必要な物品を確認し、準備し
ておく（300分）。
④復習 本実験や本調査から得られたデータをデータシ
ート等に⼊⼒しておく（300分）。

6

①授業テーマ 研究⽅法の⽴案②
②授業概要 ⾃⾝の研究課題に関する複数の先⾏研究を
⽤いて、実験や調査の⽅法を⽴案する（Ｆ１）。
③予習 検索した複数の⽂献を熟読し、研究⽅法につい
て考察しておく（300分）。
④復習 先⾏研究を熟読し、⽴案した研究⽅法について
再度確認しておく（300分）。

21

①授業テーマ 本実験および本調査の遂⾏③
②授業概要 本実験および本調査を実施する（Ｆ１,Ｇ
１）。
③予習 本実験や本調査に必要な物品を確認し、準備し
ておく（300分）。
④復習 本実験や本調査から得られたデータをデータシ
ート等に⼊⼒しておく（300分）。

7

①授業テーマ 予備実験および予備調査の遂⾏①
②授業概要 ⽴案した研究⽅法に基づき、予備実験や予
備調査を⾏う（Ｆ１,Ｇ１）。
③予習 ⽴案した研究⽅法による予備実験や予備調査実
施時の留意点を確認し、必要な物品等を準備しておく
（300分）。
④復習 予備実験や予備調査から得られたデータを整理
しておく（300分）。

22

①授業テーマ データ整理およびデータ解析①
②授業概要 本実験や本調査から得られたデータの整理
と解析を⾏う（Ｈ１,Ｉ２）。
③予習 データシートを⾒直し、データの誤⼊⼒がない
か確認しておく（300分）。
④復習 先⾏研究からデータ解析の⽅法を再度確認し、
結果の表現⽅法について検討しておく（300分）。

8

①授業テーマ 予備実験および予備調査の遂⾏②
②授業概要 ⽴案した研究⽅法に基づき、予備実験や予
備調査を⾏う（Ｆ１,Ｇ１）。
③予習 ⽴案した研究⽅法による予備実験や予備調査実
施時の留意点を確認し、必要な物品等を準備しておく
（300分）。
④復習 予備実験や予備調査から得られたデータを整理
しておく（300分）。

23

①授業テーマ データ整理およびデータ解析②
②授業概要 本実験や本調査から得られたデータの整理
と解析を⾏う（Ｈ１,Ｉ２）。
③予習 データシートを⾒直し、データの誤⼊⼒がない
か確認しておく（300分）。
④復習 先⾏研究からデータ解析の⽅法を再度確認し、
結果の表現⽅法について検討しておく（300分）。

9 ①授業テーマ 予備実験および予備調査の遂⾏③
②授業概要 ⽴案した研究⽅法に基づき、予備実験や予
備調査を⾏う（Ｆ１,Ｇ１）。

24 ①授業テーマ 卒業論⽂の作成①
②授業概要 解析したデータを⽤いて、卒業論⽂を作成
する（Ｈ１,Ｉ３,Ｊ２）。



③予習 ⽴案した研究⽅法による予備実験や予備調査実
施時の留意点を確認し、必要な物品等を準備しておく
（300分）。
④復習 予備実験や予備調査から得られたデータを整理
しておく（300分）。

③予習 ゼミナール資料や先⾏研究を読み返し、論⽂の
構成や記述⽅法について再度確認しておく（300分）。
④復習 ⾃⾝のスケジュールと卒業論⽂作成の進捗状況
を照合し、各⾃で作成を進めておく（300分）。

10

①授業テーマ 予備実験および予備調査結果のまとめ①
②授業概要 予備実験や予備調査から得られたデータを
整理し、まとめ⽅について検討する（Ｈ１,Ｉ２,Ｊ
２）。
③予習 データのまとめ⽅について、ゼミナール資料や
先⾏研究を読み返し、確認しておく（300分）。
④復習 まとめたデータを再度確認し、結果としての表
現（グラフや表など）の適正について検討しておく
（300分）。

25

①授業テーマ 卒業論⽂の作成②
②授業概要 解析したデータを⽤いて、卒業論⽂を作成
する（Ｈ１,Ｉ３,Ｊ２）。
③予習 ゼミナール資料や先⾏研究を読み返し、論⽂の
構成や記述⽅法について再度確認しておく（300分）。
④復習 ⾃⾝のスケジュールと卒業論⽂作成の進捗状況
を照合し、各⾃で作成を進めておく（300分）。

11

①授業テーマ 予備実験および予備調査結果のまとめ②
②授業概要 予備実験や予備調査から得られたデータを
整理し、まとめ⽅について検討する（Ｈ１,Ｉ２,Ｊ
２）。
③予習 データのまとめ⽅について、ゼミナール資料や
先⾏研究を読み返し、確認しておく（300分）。
④復習 まとめたデータを再度確認し、結果としての表
現（グラフや表など）の適正について検討しておく
（300分）。

26

①授業テーマ 卒業論⽂の作成③
②授業概要 解析したデータを⽤いて、卒業論⽂を作成
する（Ｈ１,Ｉ３,Ｊ２）。
③予習 ゼミナール資料や先⾏研究を読み返し、論⽂の
構成や記述⽅法について再度確認しておく（300分）。
④復習 ⾃⾝のスケジュールと卒業論⽂作成の進捗状況
を照合し、各⾃で作成を進めておく（300分）。

12

①授業テーマ 予備実験および予備調査結果のまとめ③
②授業概要 予備実験や予備調査から得られたデータを
整理し、まとめ⽅について検討する（Ｈ１,Ｉ２,Ｊ
２）。
③予習 データのまとめ⽅について、ゼミナール資料や
先⾏研究を読み返し、確認しておく（300分）。
④復習 まとめたデータを再度確認し、結果としての表
現（グラフや表など）の適正について検討しておく
（300分）。

27

①授業テーマ 発表の準備①
②授業概要 最終発表に向けた資料（スライド、ポスタ
ー、発表原稿など）の作成や発表内容について議論する
（Ｈ１,Ｉ３,Ｊ２）。
③予習 分析したデータの最適な表現（図、表）や発表
資料のレイアウトについて検討しておく（300分）。
④復習 作成した発表資料や議論した発表内容を再度確
認し、適宜修正を加えておく（300分）。

13

①授業テーマ 中間発表会①
②授業概要 ⾃⾝で取り組む研究の経過について発表を
⾏う（Ｈ１,Ｉ３）。
③予習 これまでの発表形式での授業を参考により伝わ
るプレゼンテーションを⽬指し、繰り返し練習を⾏って
おく（300分）。
④復習 プレゼンテーションを振り返り、必要な修正
や、課題の抽出を⾏っておく（300分）。  

28

①授業テーマ 発表の準備②
②授業概要 最終発表に向けた資料（スライド、ポスタ
ー、発表原稿など）の作成や発表内容について議論する
（Ｈ１,Ｉ３,Ｊ２）。
③予習 分析したデータの最適な表現（図、表）や発表
資料のレイアウトについて検討しておく（300分）。
④復習 作成した発表資料や議論した発表内容を再度確
認し、適宜修正を加えておく（300分）。

14

①授業テーマ 中間発表会②
②授業概要 ⾃⾝で取り組む研究の経過について発表を
⾏う（Ｈ１,Ｉ３）。
③予習 これまでの発表形式での授業を参考により伝わ
るプレゼンテーションを⽬指し、繰り返し練習を⾏って
おく（300分）。
④復習 プレゼンテーションを振り返り、必要な修正
や、課題の抽出を⾏っておく（300分）。  

29

①授業テーマ 最終発表会①
②授業概要 ⾃⾝で取り組んだ研究について発表を⾏う
（Ｈ１,Ｉ３）。
③予習 これまでの準備によって作成された発表内容が
正しく聴衆に伝わるよう繰り返し練習を⾏っておく
（300分）。
④復習 発表を振り返り今後のプレゼンテーション能⼒
向上のため課題を抽出しておく（300分）。

15

①授業テーマ 中間発表会の振り返り
②授業概要 中間発表会を振り返り、⾃⾝の研究をまと
めていくための討議を他者を含めて⾏う（Ｇ１,Ｈ
１）。
③予習 ⾃⾝の発表内容および受け付けた質疑について
確認しておく（300分）。
④復習 討議結果を振り返り、今後の課題や、⽅向性の
修正などを⾏う（300分）。  

30

①授業テーマ 最終発表会②およびまとめ
②授業概要 ⾃⾝で取り組んだ研究について発表を⾏
う。その後発表内容について講評を受ける（G１,Ｈ１,
Ｉ３）。
③予習 これまでの準備によって作成された発表内容が
正しく聴衆に伝わるよう繰り返し練習を⾏っておく
（300分）。
④復習 発表を振り返り今後のプレゼンテーション能⼒
向上のため課題を抽出しておく（300分）。

関連科⽬ ゼミナール１（SSCS4605）、ゼミナールⅡ（SSCS4606）  

教科書 ありません。  

参考書・参考ＵＲＬ ありません。  

連絡先・オフィスアワー ■連絡先  開講時に告知します。
■オフィスアワー  開講時に告知します。  

研究⽐率  
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